
新技術等の研究開発を支援します！
～【2次募集】令和５年度 地域産業振興奨励事業補助のご案内～

＜2023.6.5版 足利市＞

補助制度の概要

1

足利市では、企業の体質強化を推進し、本市産業の活性化を図るため、市内中小企業者及び小規模企業者の皆さま
が取組む新技術等の研究開発に対して、奨励補助を行います。
応募期間が限られており、本年度内に研究開発事業を完了していただく必要がありますが、この機会にぜひご活用ください。
なお、ご応募いただいた内容につきましては、審査会においてプレゼンテーションを行っていただき、最終的な補助金の交付
額が決定することになります。

補助対象事業
・新規性の著しい素材、技術の開発若しくは改良を伴う事業化性の高い事業
・高付加価値化に対応した事業化性の高い事業

補助対象者
・市内の事業所において製造業等を営む中小企業者等
・複数の中小企業者等で構成され、構成員の2分の1以上が市内に事業所を有するグループ

補助対象経費

・原材料の購入費
・機械装置の購入費（ただし、全体事業費の50％を限度とする。）及び製造等に要する経費
・外注加工及び技術指導の受入れに要する経費
・産業財産権の出願及び製品に対する性能評価、認証等を受けるための経費

補助率 30％以内（審査会の審査結果による）

補助限度額 100万円（審査会の審査結果による）

その他要件等

・事業の着手は、補助金の交付決定後（令和5年8月上旬を予定）となります。
・補助対象事業については、令和6年3月31日までに完了してください。
・市税を滞納している場合は対象外となります。
・補助事業終了後、事業所名、研究開発テーマを公表します。
・ご提出いただいた補助金交付申請書等は返却しません。
・当該補助事業の実施後、事業化状況等について複数年に渡って調査を行います。

応募について

【提出先】足利市役所 産業観光部 産業ものづくり課 工業・国際戦略担当 0284-20-2110
【提出方法】持参のみ（申請書類の内容について説明のできる方がお持ちください。）

【募集期間】令和5(2023)年6月5日～令和5(2023)年6月30日 17時まで
※本支援制度は審査会が伴うため、上記の募集期間の延長は予定しておりませんので、ご注意ください。

紙媒体提出前に産業ものづくり課へメールを送付し、内容の事前確認を行ってください。(上記の提出書類のデータを送付)

事前確認メールアドレス：kougyou@city.ashikaga.lg.jp

(1) 提出書類 ※【指定様式】につきましては、市ホームページよりダウンロードしてください。

(2) 提出先・提出方法

2ページ目の補助事業の流れ等もご確認いただき、応募を希望される場合は、
まず始めに、足利市産業ものづくり課へご連絡ください（0284-20-2110）

※担当者がヒアリングを行い、事業の内容が補助対象となるか否かをご相談させていただきます。

必要な提出書類や記入例、各種様式につきましては、市ホームページからご確認ください。
（足利市公式ホームページ → 組織でさがす → 産業ものづくり課 → 令和5年度地域産業振興奨励事業補助 ）
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【お問合せ先】
足利市役所 産業観光部 産業ものづくり課 工業・国際戦略担当
〒326-8601 足利市本城3丁目2145（本庁舎別館1階）
電話：0284-20-2110 FAX:0284-20-2259 E-mail：kougyou@city.ashikaga.lg.jp

補助事業の流れ ※2次募集版

審査会について

過去の補助事例

令和5年6月5日 事業計画等募集受付開始

令和5年6月30日 募集期間終了

令和5年7月下旬 審査会

令和5年8月上旬 交付決定

進捗状況の確認（適宜）

令和6年3月上旬～ 実績報告書提出

令和6年3月中旬 完了検査

令和6年3月下旬 補助額の決定 → 補助金交付

・産業ものづくり課へ連絡
・支援制度の確認、事業内容の相談
・提出書類作成（紙媒体提出前に事前相談）
・プレゼンテーションの準備

プレゼンテーション

事業着手
※市が事業の進捗状況を適宜確認します。

事業が完了次第、実績報告書を作成

事業所にて成果物等の検査を受ける。

【全体スケジュール】

※年度末を迎える前に事業が完了した場合は、お早目に実
績報告書をご提出ください。

審査会は、7月下旬を予定しています。
審査基準のポイントを以下に示しますので、事業計画の作成やプレゼンテーション準備の参考にしてください。
【審査基準のポイント】
① 新規性及び高付加価値性

既存の製品及び技術との相違の度合いを評価
② 計画性

開発の計画について評価
③ 事業化性

将来の事業化の可能性を評価
④ 熱意・意欲

プレゼンテーションの内容等を評価

審査員には、申請者が作成した申請書や事
業計画書等の写しをそのままお渡しします。
文字だけではなく、図や絵、表などを用いた方
が分かり易いと思います。

年度 事業所名 事業内容

H27
東京フォーミング㈱ 暖房機器関係に接続する給排気筒の半自動スポット溶接機の研究開発

ハウスサービス 「空間構築家具」 ～自分の場所をつくる家具～の研究開発

H28

東京フォーミング㈱ 燃焼機器に接続する給排気および延長部材に取り付けるOリングの挿入機の研究開発

㈲小池経編染工所 高齢者や障がい者向けの片手で着脱できるパジャマの研究開発

金井染工㈱ 塩素消毒等に強いスレン染色用製品染色装置の研究開発

H29
ファクトリー㈱ プレミアムカシミヤ原毛とヤギ革を活用した商品開発事業

丸信金属工業㈱ 太陽熱を利用した調理器「ソーラークッカー」の製品化に向けた研究開発

R2 ㈱ダイサン バリ取り清掃工程自動化のための作業台開発事業

R3
AeroEdge㈱ 産業用ガスタービン向け部品の加工及び量産に向けた高能率な技術開発

朝日染色㈱ 「糊しごきロール」増設による「新しごき技術」の開発と防・抜染プリント技術の処方研究開発

※H30、H31(R1)、R4は申請者なし

足利市は持続可能な開発目標(SDGs)を推進しています。


